
資料７

原子力発電所の新規制基準について

１ 経 過

平成25年４月10日 原子力規制委員会で新規制基準案了承

４月11日～５月10日 パブリックコメント

６月19日 新規制基準（原子力規制委員会規則）公布

７月８日 新規制基準（原子力規制委員会規則）施行

２ 基準の主な内容

(1) 関係規則の施行（７月８日）後、即時適用される項目

(2) 規則の施行後５年間猶予される項目

地震・津波等

自然災害対策

・　各原発で起こりうる最大級の「基準津波」を策定し、それに原発が耐

えられるよう防潮堤・防潮扉等を設置

・　安全上重要な建物（原子炉建屋など）は活断層の上に設置しないこと

（活断層は約12～13万年前以降に活動性がないこと。必要に応じて約40

万年前以降まで遡及調査）

・　竜巻による飛来物の衝突に耐えられる建屋の強度を確保

過酷事故対策 ・　免震機能を持つ緊急時対策所の設置

・　事故時の原子炉冷却設備の設置（冷却設備の配管を２系統確保、電

　源車・バッテリ等の配備等）

・　燃えにくい電源ケーブルの設置

・　敷地外へ放射性物質が拡散した場合に備え、放水設備を設置

過酷事故対策 ・　意図的な航空機衝突等のテロリズムにより原子炉が制御できなくな

　った場合に備え、バックアップ機能を有する第２制御室（特定安全施

　設）を設置

・　加圧水型原子炉（ＰＷＲ）にフィルタ付きベントを設置

　（高浜・大飯発電所はＰＷＲ）
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